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フィールド科学教育研究センター　瀬戸臨海実験所（http://www.seto.kais.kyoto-u.ac.jp/）
はじめに
　フィールド科学教育研究センターは，京都大学において今後の地球環境問題に関する教育と研究を担う
３本柱のひとつとして，平成１５年４月１日に設置されました。その使命は，フィールドに根ざした学問の
推進と教育の実践です。その責務を果たすために理学研究科と農学研究科とにばらばらに所属していた，
北は北海道から南は徳山まで全国各地に設置されているいわゆる隔地施設が，学部の垣根を取り払って連
携し，より広い視点をもった総合的なフィールド科学を創生しようとしております。「隔地施設の紹介」の
コーナーでは，フィールド研のこれらの施設をシリーズでご紹介してまいります。トップバッターは，瀬
戸臨海実験所です。
沿革
　京都帝國大学理学部附属瀬戸臨海研究所として，大正
１１（１９２２）年７月２８日，当時の和歌山県瀬戸鉛山村（現在の
和歌山県西牟婁郡白浜町）から敷地を購入し，番所崎の桔
梗平と呼ばれた地に創設されました。その後，昭和５年６
月１日昭和天皇行幸１周年を記念し，観覧設備を加えて水
槽室を水族館として一般公開を開始しました。昭和１２年に
は附属瀬戸臨海実験所と改称しました。初代の所長は駒井
卓教授です。昭和４３年には田辺湾にある畠島を実験地とし
て取得しました。また昭和５６年には当時の藤永所長のご尽
力で，老朽化した建物の一部を撤去し、改築する事業を始
め，昭和５８年に現在の実習室を含む研究棟と宿泊棟が完成
しました。さらに平成５年に水族館第１・３・４水槽室を
改修・増築しました。そして，平成１５年に，理学研究科附
属から京都大学フィールド科学教育研究センター附属へと改組して現在に至っています。
所在地と環境　
　瀬戸臨海実験所は，紀伊半島西岸，紀伊水道から太平洋に出る辺りの田辺湾口に位置しています。実験所
の名称は，創設当時の瀬戸鉛山村の名前に因んだもので，瀬戸内海とは関係ありません。実験所は和歌山県
西牟婁郡白浜町の西北端，番所崎の頚部の砂洲を占めていて，北は田辺湾，南は鉛山湾に面しています。　
　瀬戸臨海実験所周辺の気候は温暖で，冬も平均気温は７℃前後あり，雪は稀にしか降りません。ただし，
冬の季節風は大変強く，寒さで死んだ海の生物がしばしば北の浜に打ち上げられます。夏の気温は３０℃以
上になります。雨は６月の梅雨時と９－１０月の台風シーズンに多く降ります。
　付近の海も，黒潮分枝流の影響を強く受けて温暖で，造礁珊瑚も生息しています。番所崎周辺の表面水
温は年平均で約２０℃もあり，冬でも１２℃以下にはなりません。瀬戸臨海実験所のある田辺湾・鉛山湾周辺
の海岸地形はたいへん複雑で，切立った崖に大小の入江と浜があり，暗礁や小島が散在しています。海底

も岩盤・転石・礫・砂・泥など多様な状況を見ることができます。田辺
湾中央部の水深は約３０ｍあり，遠浅の砂浜や干潟はあまり発達していま
せん。田辺湾口には番所崎・塔島・円月島・四双島などの岩礁域があり，
外洋性の動物群集が見られます。またこれらの岩礁には大小のタイドプ
ールが多数あります。
　瀬戸臨海実験所が所有する畠島は，田辺湾の南東部に位置していて，
内湾系の特徴を多く示します。しかし，多彩な地形・底質を反映して，
生物相も多様性に富んでおり，ここだけで湾内一帯の海岸生物相を一通
り観察できるほどです。田辺湾奥には干潟がいくつかありますが，埋立
てによって，規模は小さくなってしまっています。

研究と教育　
　瀬戸臨海実験所が伝統的に主軸としてきた研究分野は，海産無脊椎動物の分類・系統学です。特に刺胞・
有櫛・軟体・節足・毛顎・原索動物などについては，この分野の発展の中心的な役割を果たしてきました。
またこれと同時に，底生動物（Benthos）・浮遊動物　（Plankton）各種の分布，生活史，種間関係，行動な

隔地施設
紹介

瀬戸臨海実験所の全景

海洋生物相の３０年を超える長期モニタ
リングが行われている畠島実験地
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どに関する生態学的研究も展開してきました。現在も各教員
が恵まれたフィールドを活かして，さまざまな海洋生物の自
然史に関する研究を行っています。特に近年は海洋の保全生
物学や，森里海連環学などの分野でも研究を進めています。
　教育面では，多数の臨海実習・少人数セミナーなどを実施
するとともに，京都大学理学研究科の海洋生物学分科として，海産無脊椎動物の自然史に関する研究を志
す大学院生の教育も行っています。
水族館と社会教育
　瀬戸臨海実験所の特徴のひとつが，水族館の併設です。本水族
館は博物館法に基づく博物館相当施設で，登録名は京都大学白浜
水族館となっています。昨今の多くの水族館は，イルカのショー
を行い，ジンベイザメのような話題性の高い動物を集めて，アミ
ューズメントパーク化することによって集客を図っていますが，
瀬戸臨海実験所の水族館が展示している水族は，学術的に意義深
いものが中心です（例として，イラモを昨年「紅萠（第１０号）」に掲
載）。現在全国２２箇所に国立大学所属の臨海臨湖実験所が設置さ
れています。それらの実験所には，水族館が併設されているもの
が多かったのですが，現存するものは，瀬戸臨海実験所だけになってしまいました。主たる理由は，観客
の減少とそれに伴う経費負担の増加です。白浜水族館も，バブルの崩壊後，観客数が激減しました。そこ
で少しでも観客を増やそうと，所員が一丸となって取り組んでいます。勤務日をやりくりして，平成１６年

度からは正月期間も含めて年中無休です。またさらに春，夏，冬の学
校の休み期間には，小中学生の入館料を無料にし，さらに教員・技術
職員が手分けして解説ツアーをほぼ毎日実施しています。またメール
ニュースを発行し，充実したＷＥＢも作っています。このような努力
の成果が実を結び，年間入館者数は平成１８年度，６万１千人あまりに
なりました。本水族館は，京都大学のなかで大きく開いた社会への窓
となっているのです。京大の方々も海水浴や温泉旅行などで白浜を訪
れる機会はたくさんあると思いますが，そのときはぜひ水族館まで，
足を延ばしてください。

アクセス
　瀬戸臨海実験所へは，京都駅（または新大阪や天王寺）から，ＪＲ西日本の特急「くろしお」か「オーシャ
ンアロー」を使うのが，一番便利です。吉田のキャンパスからですと，約３．５時間とかなり時間がかかりま
す。しかし本学との交流は極めて重要と考え，瀬戸臨海実験所の教員は，手分けをして理学部の講義を前
後期１コマずつと，セミナー１コマ・全学共通科目３コマ・ポケゼミ４コマを吉田地区で担当しています。

連絡先　瀬戸臨海実験所
　住　所　〒６４９－２２１１和歌山県西牟婁郡白浜町４５９
　電　話　０７３９－４２－３５１５
　ＦＡＸ　０７３９－４２－４５１８
　http://www.seto.kais.kyoto-u.ac.jp/

アクセス
京都駅から，ＪＲ西日本の特急「くろしお」
または「オーシャンアロー」を利用
約３．５時間

職員構成
教員６人，事務職員４人，技術職員６人，
非常勤職員２人，研修員１人，大学院学生
７人，学部学生１人

京都大学白浜水族館

追記
職員構成（平成 22年 9月 1日現在）
教員４名，特定研究員３名，事務職員２名，
技術職員５名，再雇用職員２名，
非常勤職員２名，派遣職員３名，外国人研究員１名，
大学院学生４名，学部学生１名

アクセス
　京都駅から，JR西日本の特急「くろしお」
　または「オーシャンアロー」を利用
　約３時間
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フィールド科学教育研究センター　森林ステーション・芦生研究林
　芦生研究林は， ２００３年４月，京都大学フィールド科学教育研究センターの発足
に伴い，「芦生演習林」から「森林ステーション・芦生研究林」と改称されました。
その歴史は，１９２１（大正１０） 年，学術研究および実地演習を目的として，北桑田
郡知井村（のちに宮島村ほか５カ村と合併して美山町となる）の共有林の一部に
９９年間の地上権を設定したことに始まります。
　場所は，福井県と滋賀県に接する京都府北東部の山稜地帯に位置し，日本海に注
ぐ由良川の源流域にあたる面積４，１８５．６ha（東西６km，南北７km）が研究林です。
　気候的には日本海型と太平洋型の移行帯に位置し，地形的な特徴と相まって，
気象条件や動植物の生態系も大変ユニークです。また，ここは暖温帯林と冷温帯
林の移行帯のため，植物の種類が極めて多いのも特徴です。これまでに確認され
た種数は，木本植物（亜種を含む）が２４３種，草本植物が５３２種，そしてシダ植物が８５種にのぼっています。

　しかし，何と言っても圧巻は，本研究林の９０％以上を占めてい
る天然林の存在であり，このような森林は西日本では稀有と言っ
ても過言ではないでしょう。
　研究林内の棲息動物として，大型ほ乳類は，ツキノワグマ，カ
モシカ，ニホンジカ，ニホンザル，イノシシ等，小型ほ乳類は，
ヤマネ，ムササビ等に代表されます。鳥類は１１１種が記録されて
います。その他，貴重な爬虫類や両生類，新たに記録された蝶類
やトンボ類等も確認されています。
　教育面においては，全学部・学年対象の教育プログラム，農学
部・農学研究科実習，理学部・総合人間学部等学内各学部・研究
科実習，他大学実習等の教育プログラム等を実施しています。ま
た，社会教育面にも力を注いでおり一般市民対象の公開講座，地
域の親子対象開放事業，官民団体の研修・見学等，毎年多くの利
用者を受入れています。なかでも， 例年，７月下旬に２泊３日で
行う一般市民対象の公開講座は，平成３年の第１回以来，今年で
１７回を数えるほどになっており，本研究林の代表的な行事になっ
ています。今年は３０人の募集に対して４０人弱の応募がありまし
た。また，昨年より春・秋に一般市民を対象に日帰りの“観察会”

を開いています。募集人数は２０人程度の小規模なものですが，研究林の職員自らがアレンジしたメニュー
による，アットホームな雰囲気の中での専門的な解説が売り物です。このように，多種多様な要請にも応
えられる研究林なのが職員一同の誇りです。

　

隔地施設
紹介

図－１　芦生研究林の位置

構内に咲くニッコウキスゲ
例年７月初旬にラッパ状の
黄色い花をつける一日花

森林組合との合同技術研修 秋の観察会
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　図－２は過去５年間の研
究林利用者数の推移をグラ
フで示したものですが，学
内利用，他大学等利用，官公
署庁利用は，いずれもほぼ
横ばいの状態であるのに対
し，一般利用に関してはこの５年間で概ね減少傾向にあり
ます。これは，社会教育面にも力を注いでいるのと相反す
るように思われがちですが，研究林は昨今，一般入山者の
“オーバーユース”が大きな問題となっています。また，一
般入山者の事故の増加という事実も踏まえ，滋賀県側から
の一般入林に対する一部規制を実施しました。昨年度の総
数が前年度比３０％減という大幅な減少になったのは， その
ことに起因すると思われます。ちなみに，死亡を含む遭難
事故は毎年数件ずつ発生しています。

　研究面においては，これまで本研究林が主体となって行ってきたものとして，
　・ 天然林の再生機構と林分構造の発達および維持機構に関する研究
　・ 森林の環境保全機能に関する研究
　・ 森林の生物的要因や気象要因による被害の解析とその防除法に関する研究
　・人工林の育成および収穫技術に関する研究
　・ 森林の多目的利用と森林情報の処理に関する研究
　等があります。
　なお，２００３年度より全森林ステーションに跨る「森林生態系」・「森林環境系」・「森林資源共存系」の３部門
からなるプロジェクト研究が新たに開始され，その成果が大いに期待されています。さらに，ＣＯＥプロ
ジェクト研究の一環として，カシノナガキクイムシの病虫害やシカ食害等の研究も展開しています。
　現在，研究林の施設としては，構内に事務所，宿泊所，資料館（斧蛇館），車庫，倉庫，職員宿舎等があ
ります。資料館には， 研究林の沿革，植生・地形や気象の概況，ツキノワグマ・カモシカ等の大型動物の
剥製等を展示し，平日のみ公開しています。
　なお，学生や研究者の利用できる宿泊所の宿泊可能人数は最大３５名です。但し，食事のお世話は出来ませ
んので， 自炊ということになります。

連絡先　芦生研究林
　住　所　〒６０１－０７０３
　　　　　　　　京都府南丹市美山町芦生
　電　話：０７７１－７７－０３２１
　ＦＡＸ：０７７１－７７－０３２３
　http://www.fserc.kais.kyoto-u.
ac.jp/asiu/index.html

　E-mail：asiu321@blue.ocn.ne.jp

アクセス
公共交通機関利用の場合
ＪＲ京都駅からＪＲバスで周山，南丹市営バスを乗り継いで
約４時間～６時間
京阪出町柳駅から京都バスで広河原（約２時間），さらに徒歩
約３．５時間

自動車利用の場合
京都大学から鞍馬経由で約２時間（約６０km　冬期通行止め）
京都大学から京北周山町経由で約２．５時間 （約８０km　冬期タ
イヤチェーン）

職員構成
教員１人，事務職員２人，
技術職員９人，非常勤職員
２人

学生の教育実習および地元小学生の自然体験学習（右端）

図－２　過去５年間の利用者数の推移
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職員構成（平成 22年 9月 1日現在）
教員２名，事務職員１名，技術職員７名，
再雇用職員２名，非常勤職員２名

　　　　フィールド科学教育研究センター 森林ステーション・芦生研究林
　１．公開講座の募集・応募人員（p.19,本文28行目）は，平成19年度現在のものである。

　２．“観察会”の「昨年より」（p.19,本文29行目）は，「平成18年より」である。

　３．一般利用に関する「この５年間」（p.20,本文７行目）は，「平成14～18年度」である。

　４．利用者数の前年度比30%減（p.20,本文13行目）は，「平成17～18年度」である。

　５．COEプロジェクト（p.20,本文24行目）は，終了した。

　６．HPのURL（p.20下部）は， http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jpに変更。

　７．E-mailアドレス（p.20下部）は，asiu@cans.zaq.ne.jpに変更。

追記

大カツラに着生したヤマザクラの開花

赤崎台杉群での学生実習

近代化産業遺産に認定されたトロッコ アシウテンナンショウ（固有種）
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フィールド科学教育研究センター　上賀茂試験地（http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/kami/）
はじめに　上賀茂試験地は，フィールド科学教育研究センターの里域ステーションに属しています。森里
海連環学の立場から環境や生態系を様々な視点から研究していく中で，人間の影響を最も強く受けている
里域のうち陸域に関する研究をする研究施設の中核的な位置を占めています。

沿革　上賀茂試験地は，１９２６（大正１５）年，京都大学農学部附属
演習林が創設された２年後に設置されました。農学部附属演習
林は，農学部林学科の教育，研究の場として活用されてきまし
たが，当時の演習林には，実際の林業を試行する演習林と，こ
れを有効に行うための基礎的研究を行う試験地が設定されて
いました。その中で，上賀茂試験地は試験地の中心としての役
割を担ってきました。
　戦前の上賀茂試験地は現在の場所にはありませんでした。当
時の試験地は，終戦直後に進駐軍に接収され，現在は京都ゴル
フ倶楽部（上賀茂コース）となっています。接収に伴い，１９４９年，
農林水産省から所管替えを受けて移転した場所が現在の場所

です。この移動によって貴重な植物の一部が失われましたが，現在でも京都ゴルフ倶楽部内には旧上賀茂
試験地時代の植物が伝えられています。以後，１９５０年の隣接地の購入，１９５１年，１９５８年，２００２年の所管替
えを経て，現在の姿になりました。
所在地と環境　上賀茂試験地は京都市北区上賀茂本山に位置し，京都大学の本部キャンパスからは，直線
にして北に５ｋｍ程度，車で２５分ほどの距離です。叡山電鉄の京都精華大学前駅が最寄りの駅で，ここか
らは徒歩１０分程度で来ることができます。総面積は４７．０ha，谷を隔てた東向かいに京都精華大学，尾根
を隔てた西側に京都産業大学があり，隣接する北側にはかつては上賀茂試験地の所有地であった土地に総
合地球環境学研究所が所在します。
　標高は１０９ｍ～２２５ｍ，京都産業大学の敷地に接する最高地点付近からは，京都盆地を南西方向に一望で
き，晴れ渡った日には京都駅ビルはもちろん，遠く奈良県北部の山々や大阪府枚方市までが遠望できます。
地質は古生層に一部新洪積層が混ざり，母材は砂岩や粘板岩からなります。土壌は浅く，酸性で養分物質
が乏しい状態です。年平均気温は１４．６℃，年降水量は１５８２mmで，
例年冬季に数回の積雪があります。
　総面積の６５％はヒノキとアカマツに広葉樹が混交した天然生林，
２８％が外国産樹種を主とした人工林，７％が見本園，苗畑，建物
敷地となっています。天然生林はかつてはほとんどがアカマツ林
でしたが，１９７０年代以降のマツ枯れ被害の拡大により，１９９０年代
以降は，１００年生以上のヒノキを含むヒノキ優占の林となっていま
す。主な広葉樹は，コナラ，ソヨゴ，ネジキ，リョウブ，ヒサカキ，
コバノミツバツツジなどです。
研究と教育　上賀茂試験地が現在地に移転した敗戦からの復興期は，大学では荒廃した森林と林業を再生
するための研究が行われた時期でした。上賀茂試験地では，木材生産に有用な樹種を，国内自生種のみな
らず，海外の樹種からも見つけ出すことを目標にした研究が行われました。この目的を達するために，世
界中の樹木の種子を取り寄せて，各樹種の成長が検証されました。その中で注目されたのがマツ属です。
世界各国の研究機関とのネットワークから得た種子を用いて，様々なマツが植栽されました。これらの植
栽地は現在もマツ属実験林として伝えられています。マツ属の種は世界に約１００種あるとされていますが，
これまでに８５種が集められました。これらのマツを用いて，交雑育種に関する研究が行われたほか，
１９８０年代以降には，マツ枯れの原因となるマツノザイセンチュウに対する抵抗性に関する研究も行われま
した。
　この時期に構築された世界各地の研究所とのネットワークは現在も継続しており，約１２０の機関との種
子交換を行っています。これまでに世界各地から取り寄せた樹木の種子は約４３００種にのぼります。このう

隔地施設
紹介

上賀茂試験地事務室周辺

マツ属見本園
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ち，発芽して植栽され，成長している種は，９９科，３５０属，７５０種にもなり
ます。植物にかなり詳しい人でも，見たことのない樹木がたくさんあるの
が上賀茂試験地です。このことは大きな特徴であるといえるでしょう。
１９５０年には中国で生きた化石として再発見されたメタセコイアの苗木が日
本に送られてきましたが，そのうちの３本は今も上賀茂試験地にあり，樹高４０ｍ近くに成長しています。
一方，数棟あった温室で日本の気候に適応できない樹種も数多く栽培されていましたが，温室の維持が予
算不足のために不可能となり，多くの種が失われました。
　上賀茂試験地の持つコレクションはマツ属，ツツジ属に加えて，
タケ亜属に代表されます。タケ類については，開花が希にしか記録
されないことから，開花周期を知るために開花時に種子を収集して
蒔き，それを育てています。これまでに，モウソウチクの発芽後
６７年目の開花が，１９７９年と１９９７年に記録されています。このような，
結果がわかるまでに数十年以上かかる研究は，大学のような研究施
設でしか行うことができません。上賀茂試験地はその重要性を認識
した上で，植物を維持しています。コレクションは樹木が中心であ
ることから，１９９０年代から，樹木園として位置づけ，維持管理を続
けています。

　上賀茂試験地には様々な標本を展示する標本館もあります。現在，
樹木の材鑑標本が５０００点，種子標本が７００点など，総計約１万点の標
本があります。
　上賀茂試験地では，全面積の半分以上を二次的植生が占めていま
す。これらの植生は，京都盆地をとりまく植生の一部として重要です。
京都市の名勝の多くが世界遺産の指定を受ける過程では，上賀茂試験
地は上賀茂神社の奥山として注目されました。上賀茂試験地の二次的
植生は，京都盆地周辺を代表する里山植生の一つであり，里山の再生
手法を検討する場としても研究が進んでいます。これまではそれほど
大きな注目は集めてこなかった天然生林ですが，現在では里山研究の

一つの中心として，上賀茂試験地の天然生林は重要な位置を占めるようになっています。
　上賀茂試験地は本部キャンパスからの交通が至便であることから，数多くの教育・研究利用があります。
教育面では，樹木識別，植物観察，土壌物理学，庭園管理などの実習の場として，学内外から利用されて
います。また，小学生らを対象にした環境教育の場としての利用があるほか，試験地が自ら行う一般を対
象にした自然観察会を毎年数回行い，地域の方々に公開しています。研究，教育ともに，その内容は，か
つての林業色の強いものから，生態や環境を学ぶものにシフトしているようです。上賀茂試験地は常に，
森林植生の不思議を解き明かすために，また，人間と森林との関係を研究するために場を提供してきまし
た。２００３年には農学部附属演習林から，独立部局であるフィールド科学教育研究センターの一員となりま
した。樹木園に要求される遺伝子バンクとしての機能による貢献，二次的自然の再評価のために重要と考
えられる里山の管理に関する新たな提案，といういずれも地球環境問題を考える上で最も重要な課題を解
決する場として，さらに活動を進めていくことになります。
　
連絡先　上賀茂試験地
　住　所　〒６０３－８０４７　京都市北区上賀茂本山２
　電　話　０７５－７８１－２４０４
　ＦＡＸ　０７５－７２３－１２６２
　E-mail　kamigamo@kais.kyoto-u.ac.jp

アクセス
　・ 地下鉄国際会館前駅から京都バス「京都産業大
学行き」で京都精華大学前駅下車徒歩約１０分
　・  叡山電車「鞍馬行き（または二軒茶屋行き・市原
行き）」で京都精華大前駅下車徒歩１０分

職員構成
教員２人，技術職員６人，
大学院学生３人

竹見本園

森林生物学実習

追記 職員構成（平成 22年 9月 1日現在）
教員２名，技術職員５名

23

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

京大広報 2007.11　No. 628



　　

　　
　　
　　
　　

フィールド科学教育研究センター　和歌山研究林（http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/waka）
　フィールド科学教育研究センター　森林ステーション　和歌山研究林は，和歌山県の北東部，｢紀伊山地
の霊場と参詣道 ｣として世界文化遺産に登録された高野山の南西，和歌山県出身の作家，有吉佐和子の小
説にも描かれた有田川の支流である湯川川の最上流部に位置します。

　その歴史は，大正１５（１９２６）年１月に，和歌山県有田郡八幡村の海
瀬定一氏所有の山林５６４．５ha に，９９ヵ年の地上権が設定されたことに
始まります。その後，事務所用地０．１５ha の購入，隣接地２８９．５ha の
地上権が追加設定され，現在の面積は８４２ha となっています。
　研究林内の標高差は約８００ｍで，極めて急峻な地形となっており，
断崖・崩壊地が多く，沢筋には滝が見られます。特に「さがり滝」は
落差が約５０ｍあり，広葉樹に囲まれたその美しい景観を見ようと，
１年を通じて多くの人々が訪れます。
　しかしながら，研究林を取り巻く交通事情は非常に厳しく，京都
から研究林を訪れるには，公共交通機関を利用する場合，京都駅か

らＪＲで最寄りの紀勢本線藤並駅まで約２時間，そこから有田鉄道バスで清水営業所まで約１時間半，さ
らにタクシーに乗り換え約３０分，合計４時間を要します。また，自動車を利用する場合は，名神・近畿・
阪和・海南湯浅の各有料道路を通行して，約２００km，３時間半の道のりであり，その上，事務所の直前約
４kmは未舗装の林道を走行しなければならず，研究林へお越し頂くにはそれなりの覚悟が必要です。
　更に，研究林には宿泊施設がないため，調査・研究などで長期滞在する場合は，事務所から約１６km離
れた旧清水町内の民間宿泊施設を利用しなければなりません。
　研究林全域が水源涵養保安林・鳥獣保護区に，一部が高野龍神国定公園に指定されています。林内には
カモシカ，ニホンジカ，イノシシ，ノウサギ，タヌキ，テンなどが生息しています。カモシカ，ニホンジ
カ，ノウサギは幼齢造林木の枝葉の摂食，幹の切断，樹皮の剥離などの被害を起こしており，紀伊半島で
は数少なくなったツキノワグマも，数年に一度その痕跡が見られます。
　本研究林の年平均気温は１２．３℃，年降水量は２，６４７mmで積雪は少なく，森林植生は暖温帯林上部から
冷温帯林下部の間に相当し，標高７００ｍ付近までは暖温帯林の構成種である常緑広葉樹のアカガシ，ウラ
ジロガシ，ソヨゴなどが優占する植生であり，その上部で本研
究林の面積の大半を占める標高約７００～１，０００ｍの部分は中間温
帯林にあたり，常緑針葉樹であるモミとツガが優占しています
が，その中に落葉広葉樹（ヒメシャラ，シデ類）や常緑広葉樹が
部分的に生育しています。
　さらに標高約１，０００ｍ以上の稜線に近い標高域は，冷温帯林
の代表種であるブナをはじめとする，ミズナラ，ミズメ，カエ
デ類といった落葉広葉樹から構成される植生となっています。
　このように標高の違いに応じて多様な林相がみられることを
利用し，尾根を歩いて下りながら，ブナ林，モミ・ツガ林と続
く森林の垂直分布や，倒木などによる天然更新の様子，天然生
林とスギ・ヒノキの人工林との違いを体験する森林見学のモデ
ルコースを設定し，見学者に紹介されています。
　研究林設置以前にはマッチの軸や板材などの生産を目的として針葉樹，広葉樹ともに盛んに伐り出され
ていたらしく，昭和３年の演習林概要によると針葉樹，広葉樹ともに直径１０cm程度のものが大半で，設
置当時の林相はかなり貧弱であったと思われます。
　その後，スギ，ヒノキの人工造林が積極的に進められた結果，現在では人工林率が５０％を超えて，フィール

隔地施設
紹介

和歌山研究林の位置

和歌山研究林全景
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ド科学教育研究センターの研究林では人工林率が最も高く，こうしたこと
から，人工林の育成・施業に関する教育・研究が盛んに行われています。

　林業のさかんな紀伊半島にあって，
地上権設定当初から手を加えずに維持
されてきた八幡谷学術参考林は，和歌山県内でも貴重な天然生モミ・
ツガ林として，古くからその生産力・動態・土壌動物相・昆虫相など
の研究が数多くなされており，現在も，フィールド科学教育研究セン
ターによるプロジェクト研究の対象地として，森林の動態と多様性維
持機構の解明，森林生物種の生活史と相互作用の解明，森林生態系の
物質循環からみた環境保全機能の解明などを目指して，調査・研究が
行われています。
　和歌山研究林では，地域開放

特別事業として，さまざまな事業を行っています。和歌山県立有田
中央高等学校清水分校と共催し，１年生を対象とした「SHIMIZUタ
イム」（総合的な学習）では研究林に存在する多様な森林について学習
しています。また，２００２年度より３年生を対象に，林業に関する科目
「ウッズサイエンス」を開講しています。「ウッズサイエンス」では研究
林内で週１回２時間の授業を行い，地域の主要な産業である林業に
ついて学習し，森林内での実習を通して自然の素晴らしさに触れ，「緑
を守ることの大切さ」を身につけ，また，身の周りの自然環境につい
て自ら考えまとめる力の習得を目指しています。授業の主な内容は，
｢森の仕組みと働き ｣，｢木材利用の現状と日本林業 ｣などの講義と，コンパスを使った測量，樹木識別，
チェーンソーなどの林業機械を使った間伐作業などの実習です。　
　有田川町立八幡小学校とは，森林体験学習を実施しており，２００７年度は小学５年生２４名を対象に，春は
植樹体験，秋は間伐体験を行いました。

　昨年は，有田川町教育委員会との共催で小中学生を対象とした山観
察会を開催し，有田川河口近くの有田市立田鶴小学校の生徒たちは，
身近な川がどこからどの様に流れてくるのかを，自分たちの目で直接
見て体験する学習などを行いました。
　２００５年春には，京都大学と企業の共同開発による「森林資源の循環
的有効利用」を目的とした新しい木造建築システム（j.Pod）による教
育研究棟が完成し，学生実習や地域開放事業の講義室として，また，
採取してきた渓流水や土壌などを分析する実験室として利用してい
ます。
　和歌山研究林の間伐材を利用した j.Pod は，京都大学の北部構内と

本部構内にも各１棟が建てられています。２００６年８月に本部構内に完成した j.Pod は，国際交流セミナー
ハウスとして海外からの学生に活用されています。今後も和歌山研究林の間伐材を用いた j.Pod の建築が
予定されており，間伐材を大量に有効利用するモデルとして，これまで放置され続けてきた日本の人工林
を生産性の高い森林へ変え，低迷する林業を活性化させることが期待されています。

〒６４３－０５５１
和歌山県有田郡有田川町上湯川７６
電　話：０７３７（２５）１１８３
ＦＡＸ：０７３７（２５）０１７２　
 E-mail：waka@kais.kyoto-u.ac.jp
http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/waka

アクセス
　・ 京都駅からＪＲ紀勢本線藤並駅下車，有田鉄道
バスで清水営業所下車後タクシーを利用，合計
約４時間。
　・ 名神・近畿・阪和・海南湯浅の各有料道路を通
行して，約２００km，３時間半。

職員構成
教員２人，技術職員６人，
技能補佐員１人

ウッズサイエンスの様子

森林体験学習

和歌山研究林に建つ j.Pod
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職員構成（平成 22年 9月 1日現在）
教員２名，技術職員５名，非常勤職員２名

　　　　フィールド科学教育研究センター　和歌山研究林
・ 阪神高速８号京都線，第二京阪道路の開通により，大学から研究林へ自動車利用での所要時間が少し短

縮されました。

・ 2009年４月に研究林の一部が，城ヶ森鉾尖県立自然公園に指定されました。

・ 町内の小学生を対象に有田川町と共催している森林体験学習は2007年から，有田川町立八幡中学校２年

生を対象とした職業体験学習は2008年から毎年実施しており，2010年は有田川町立白馬中学校１年生に

よる森林体験学習も実施予定となっています。

追記

さがり滝　落差約50m。
町内の観光名所として周辺の整備が進む。

マムシ　夏が近づくと林内でしばしば見られる。
猛毒を持つ。

リス　事務所構内のオニグルミの実を目当てに姿を見せる。 冬調査　雪の積もった林道を
歩いて調査地へ向かう。

湯川渓谷　事務所のすぐ近くを流れる。
シーズンには釣り客も多い。

研究林事務所　プレハブ。

26

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

京大広報 2007.12　No. 629



　　

　　
　　
　　
　　

フィールド科学教育研究センター　徳山試験地（http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/toku/）
沿革　徳山試験地の前身は，１９３１年徳山町遠
石にあった町有林（３６．２ha）の寄附によって
設置された農学部の徳山砂防演習地です。こ
の演習地は海軍省との所管換えにより，
１９４２年に隣接の旧試験地（徳山市東山：周南
緑地西緑地）に移転し，所属も農学部から演習林になり徳山試験地と改称さ
れました。さらに，１９６６年，徳山市の緑化公園事業に伴い，現在地（４２．６
ha）に再移転し，南端の一部を山陽自動車道用地に売却して，現在（４１．９ha）
に至っています。 
環境　徳山試験地は徳山市街地北側に連なる丘陵地にあり，標高は１０２～
３５１ｍです。地形は東西の二つの尾根の間に南北方向の比較的緩やかな谷部
があり，この凹地部分を除いて急傾斜地が多く，西の尾根の西側は国道３１５
号線が通る大きな谷になっています。地質は中生代三畳紀の周防変成岩（三
郡変成岩に属す）類からなり，基岩の大部分は強度の変成作用を受けた塩基性

（緑色）片岩で，土壌は比較的深く，やや乾燥しています。冬季の積雪はほとんどなく，早春と夏季には乾燥が
著しく，年平均気温１５．２℃と温暖ですが，年降水量１，９１１mmは瀬戸内海式気候としてはかなり多いほうです。 
森林　徳山試験地の森林の潜在植生は，タブノキ，シイ，カシ類，クロキなどから構成される暖温帯常緑
広葉樹林（照葉樹林）で，現在も面積の約半分（１８．８ha）は天然生林となっています。しかしながら，都市
近郊に位置し，これまで薪炭林等として頻繁に人為的な撹乱を受けてきた経緯があり，３０年前までは，常
緑針葉樹のアカマツや落葉広葉樹のコナラ，クヌギ，ヤマザクラなどの陽樹を多数（約半分）混じえた植生
となっていました。ところが，近年，アカマツがマツクイムシの被害を受け，その大半が枯死した結果，
照葉樹林への遷移が進んでいるところが多くなっています。
　一方，残りの約半分（２０．６ha）は，ヒノキとスギを主とする人工林です。
その中には，所管換以前に植栽された５０～８０年生のヒノキ林９．８ha も含
まれています。その他に，スギの１６地方品種を集めた見本林や病虫害に
対するマツ属の抵抗性実験林の枯損跡地に導入した広葉樹（ケヤキ，ク
ヌギ，ウバメガシ）植栽林があります。事務所入口から苗畑にかけての
道路沿いには，見本園として国内外の緑化樹種を植栽展示しています。
教育と研究　演習林所属となった後は，定期的な実習は行われていませ
んでしたが，フィールド科学教育研究センターに改組になったのを契機
として，全学共通科目のポケット・ゼミが開講されるようになりました。
現在は一時中断しているものの，瀬戸内地域に所在する京都大学の数少な
い施設として，教育に活用するための教育プログラムを検討しています。
　天然生二次林の遷移過程を把握するための調査区が１９７２年には設定され，３０年以上継続調査されていま
す。一方，近年における檜皮などの文化財修復用資材の不足という社会的背景と，所管換以前に植栽され
た高齢ヒノキ林が存在したことから，文化庁による資材確保のための研究に協力し，基礎的研究に取り組
み始めました。１９９８年からは檜皮の採取が生立木の成長や材質に及ぼす影響を調べるために，「檜皮材剥皮
実験林」の継続調査が行われており，２００７年度には文化庁が推進する「ふるさと文化財の森」（文化財のため
の備林）の設定に向けての協議を開始しています。その他，暖温帯域における新たな森林再生管理法の開
発を目的に，基礎的・総合的な調査・研究に取り組んでいます。 

連絡先
　〒７４５－０８５１　山口県周南市徳山鉢窪７６９
　ＴＥＬ：０８３４－２１－７１２０　ＦＡＸ：０８３４－２１－７１２１
　http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/toku/

隔地施設
紹介

徳山試験地でのポケット・ゼミ

上空から見た徳山試験地

アクセス
　・ 山陽新幹線・山陽本線徳山駅から，防長バス・
高尾団地行き乗車（２０分），高尾団地下車のちに
徒歩１０分。徳山駅からタクシーで２０分。

職員構成
教員１人，技術職員１人，
非常勤職員２人

27

フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー

京大広報 2008.1　No. 630



　　　　フィールド科学教育研究センター 徳山試験地
教育と研究

現在は「瀬戸内に見る森里海連環」と題した全学共通

科目のポケゼミ（少人数セミナー：全学１回生向け）が

開講されるようになっています。実地ゼミで，末武川

源流にある烏帽子岳近くの赤松ヶ平展望台からスター

トして，魚切滝，八代盆地，温見ダム，末武川ダム，

河口，笠戸湾大島半島や新旧の徳山試験地などを見学

することによって，森と里と海の繋がりと，人が自然

とどのように関わり，影響しあっているかを現場で見

つめ，考えることに重点を置いた内容になっています。

一方，旧試験地が周南西緑地「万葉の森公園」として

活用されている縁から，周南市と公園愛護会等が行っ

ている「緑の案内人養成プロジェクト」に対応した特別講座を公園緑地課と共同で開催しています。

また，設定に向けて協議に入っていた文化庁が推進

する「ふるさと文化財の森」（文化財のための備林）につ

ては，2008年３月28日，「ふるさと文化財の森（檜皮）」

に大学演習林としては全国で２番目（東京大学千葉演習

林と同時）に設定されました。現在は，立派な設定表示

板も設置されています。今後，檜皮採取技能者研修の

場や一般市民への広報活動の場として利用して行くば

かりでなく，檜皮の安定供給に向けての長期的な研究

を行っていくことを検討しています。

追記

職員構成（平成 22年 9月 1日現在）
教員１（兼務），技術職員２，非常勤職員２

ポケゼミ「瀬戸内に見る森里海連環」

ふるさと文化財の森設定表示板除幕式

「緑の案特別講義内人養成プロジェクト」
に対応した特別講義
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北白川試験地（http://fserc.kyoto-u.ac.jp/sira/）
　北白川試験地は京都大学フィールド科学教育研究センター
に所属する前には，本部試験地と呼称されていました。１９２４年
に創設された当時から，見本林および樹木識別実習を目的とし
ての各種樹種がそろえられてきました。
　試験地の構内は結構広く，北部キャンパスの北東部にある通
用門から始まり北縁を西へ向かって西端に至り，さらに旧馬場
の近くまで縁を南下する箇所まで各種の樹種が植栽されてい
ます。この北東部通用門から旧馬場近くまで達する縁辺には，
我が国の北辺に生息する樹種から始まって照葉樹に至るまで，
各種の樹木が植えられています。
　これ以外にも旧演習林の建屋の周辺と北側には，外国産樹種

を中心として巨大な樹木が現在も植栽されています。ただ，最近の問題としては，巨大化した樹木が倒れ
る危険性が生じてきたことです。この典型的な例は，８年前の台風接近後に起こった，テーダ松の倒壊で
す。台風通過後の午前中，旧演習林建屋の東にあったテーダ松が構内道路を越えて東側に倒れ，道路の反
対側に植栽されていたウツクシマツ（天然記念物で滋賀県の信楽にしかなく，根元から枝分かれし，直立
しない松）が下敷きになったばかりか，道路脇に駐車していた車二台がペシャンコになる事件が発生しま
した。幸い，怪我人はなかったのですが，これ以降倒壊する危険性のある巨大化した樹種の危険を回避す
る方法を検討しています。
　北部構内北側の民家に隣接する見本林では，民家が被陰されて日当たりが悪くなり，倒壊時には家屋自
体が損壊することが予測されるために，今後も注意して樹高の高い樹木については頭頂部の切り落としや，
古い枝を除去して風当たりの抵抗を減らす努力を行わなければなりません。
　これに加えて，見本林の樹木が高くなると，樹木識別が難しくなるために，低木化を目指さねばならな
いという必要性も生じています。
　試験地の役割としては，樹木識別実習のような学習目的以外にも，構内の見本林の整備に伴って，緑が
多い場所を本学構成員に提供するという，保養の意義も増大しつつあります。構内には小さな円形の池も
配置されており，昼食時にはお弁当を広げてくつろぐ風景もよく見られます。この意味では近隣の市民に
対しても散策の便宜を与えています。
　試験地構内でもっとも有名なのは旧演習林の建屋南側にある枝垂れ桜で，北部構内にある桜の中では春
一番遅くに咲き，前庭が芝生であることもあってか，毎年賑やかな宴会が開花期間中を通じて開かれます。
近年この枝垂れ桜が衰弱傾向にあることがわかり，いろんな手だてを講じてきましたが，樹勢の衰えはサ
ルノコシカケの発生を見るに至って決定的になってきました。おそらく内部には木部が腐敗した空洞がす
でに発生しているものと思われ，樹木医に手当を依頼するところまで来てしまいました。
　本年春から，知る人ぞ知る話題として，アオバズクが営巣し育雛にまで至ったことがあげられます。ア
オバズクが雛を育て上げられたことは，営巣・育雛に安全であり，なおか
つ餌が豊富に提供できるほど，市内では珍しい環境を備えるまでに至った
という事実です。今後も，こうした環境整備に努力を傾けるべきであると
考えています。

連絡先
　〒６０６－８５０２　京都市左京区北白川追分町
　ＴＥＬ：０７５－７５３－６４５７　ＦＡＸ：０７５－７５３－２２６４
　http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/sira/

アクセス
　・ 市バス京大農学部前，田中樋ノ口町，北白川小
倉町の各停留所から徒歩５分。

職員構成
教員２人，技術職員３人，
非常勤職員１人

旧演習林本部建物

追記 職員構成（平成 22年 9月 1日現在）
教員１名，技術職員１名，非常勤職員１名
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フィールド科学教育研究センター舞鶴水産実験所（http://www.maizuru.marine.kais.kyoto-u.ac.jp/）

　舞鶴水産実験所はフィールド科学教育研究センター里域生態系部門に所属し，若狭湾西部の舞鶴湾奥部

に位置します。京都府のほぼ北半分を流域とする由良川が，舞鶴水産実験所の西方約８ｋｍの地点で若狭

湾に注ぎ，その源流はフィールド科学教育研究センター芦生研究林に発します。フィールド科学教育研究

センターの教育・研究の柱である「森里海連環学」の推進において，舞鶴水産実験所は由良川流域を舞台と

して中核的な役割を果たしています。

沿革　舞鶴水産実験所は，昭和２２（１９４７）年４月に京都大学農学
部水産学科が京都府舞鶴市長浜に設置されたことに始まりま

す。昭和４７（１９７２）年，水産学科が京都市内の農学部に移転した

ことに伴ってその施設を転用し，同年に農学部附属舞鶴水産実

験所となりました。平成１０（１９９８）年には，大学院重点化に伴い

農学研究科附属舞鶴水産実験所と改称され，平成１５（２００３）年４

月に，フィールド科学教育研究センターの発足とともに全学共

同利用施設となりました。

施設と環境　敷地は約２ha，鉄筋コンクリート３階建ての「水
産生物標本館」，同２階建ての「宿泊棟」，平成１４（２００２）年に完

成した「研究棟」と「飼育棟」が主たる建物です。そのほかに，艇庫，船具庫，工作庫，飼育水濾過庫，舟艇

用桟橋，海洋観測用桟橋などを有します。また，実験所内には樹齢７０年を超える桜の木や小さな林もあり，

花と緑に囲まれた環境です。天然の良港といわれる舞鶴湾内にあるので，年間を通じて実験所前の海域は

穏やかです。しかし，舞鶴湾を出ると冬季には季節風の影響で荒れる日も多くみられます。実験所前の水

温は晩冬に最も低く１０℃前後，夏の終わり頃には２５～２８℃まで上昇します。

　水産生物標本館は博物館法の指定を受け，世界中から採集された魚類

標本約３０万点３，０００種が保管されています。これは日本でも２番目に大

きいコレクションであり，魚類分類学の発展に貢献してきました。飼育

棟は４つの恒温室と大型水槽室からなり，マアジ，カタクチイワシ，ヒ

ラメ・カレイ類，マダイ，アカアマダイ，トラフグ，アユなどの仔稚魚，

エビ類，アミ類，ミズクラゲ，ユウレイボヤなど，毎年１０種を越える海

産生物を対象に飼育実験が行われています。また，屋外の大型水槽では，

カタクチイワシなどの親魚を飼育し，

自然産卵された卵を飼育実験に用いる

ことができます。海洋調査と実習のために，緑洋丸（定員３０名，１８トン），

白浪丸（定員７名，４．４トン），船外機付きボート３艇などを保有してい

ます。うち船外機付きボート１艇は，由良川河口に係船され由良川調査

に利用されています。スキューバーダイビング機材も整備されており，

資格と潜水経験などの条件を満たす利用者は，実験所周辺で潜水調査を

行うこともできます。実験所近くの水深７ｍの海底には，森里海連環学

の一環として芦生研究林の木で製作した間伐材魚礁が配置され，たくさ

んの魚類を観察できます。宿泊棟には，ベッド８個の宿泊室が５部屋，教員ならびに外来研究者用宿泊室

が３部屋，２つの浴室等を備え，実習生，大学院生，外来研究員が長期間滞在することができます。食堂

施設も設置されており，４月から１０月まで昼食と夕食のサービスを受けられます。

隔地施設
紹介

海洋調査と実習で活躍する緑洋丸

舞鶴水産実験所の全景

水産生物標本館
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研究・教育　魚類仔稚魚を中心とした海洋生物の生態学的研究
では，我が国を代表する研究拠点として，この分野の中心的な
役割を果たしてきました。とくに，魚類の資源量を決定する仔
稚魚期の生き残りの機構について，フィールド調査と飼育実験
により多くの研究成果を報告しています。また，由良川流域を

フィールドとして，
森－里－海の生態的なつながりを解明する「森里海連環学」研
究を積極的に進めています。河口・沿岸域の生物生産力と生
物多様性に対する森林や人間活動の影響について，多様な視
点から知見が蓄積されつつあります。
　本実験所に所属する農学研究科里海生態保全学分野の大学
院生だけでなく，農学研究科や情報学研究科の大学院生，農
学部４回生，他大学の大学院生などが，研究課題を持って本
実験所を利用し，飼育実験やフィールド調査を行っています。
また，本実験所で開催される実習として，平成１９年度には１５
のプログラムを実施しました。本学学生対象としては，農学

部プログラムの「海洋生物科学技術論と実習」，全学共通科目の「森里海連環学実習 Ａ」が主なものです。
後者は，芦生研究林内の源流から舞鶴市内の河口まで，由良川流域の環境と生態系の変化を１週間かけて
調べるという，他に例のないユニークな実習です。本学の実習だけでなく，他大学の実習も積極的に受け
入れているほか，科学技術振興機構のサイエンス・パートナーシップ・プロジェクト（SPP）など，高等学
校との連携プログラムにも力を入れており，平成１９年度には５校の実習指導を行いました。

社会連携　舞鶴市は京都北部・若狭湾地域の中心都市であり最大の漁業
基地です。行政機関，漁業者，住民などからの求めに応じて，環境の保
全や地域産業の活性化のために積極的な助言を行ってきました。また，
地域の催しに協力するほか，小・中・高等学校の教員・生徒に対して講
義や実習を行っています。主な地域と
の連携活動は，京都府と共同で開催す
る由良川フォーラム，京都府ふるさと
海づくり大会，舞鶴商工会議所まいづ
るフェスタ，舞鶴市ネイチャーガイド
養成講座，NPO 主催の自然観察講演

会，学校出前講座，小中学校科学探偵士など多数あります。
　年間の利用者数は５０００人を超えますが，実習で混み合う夏季を除くと
宿泊棟にも余裕があります。全学のさまざまな分野の研究室のゼミ合宿
なども歓迎いたします。

〒６２５－００８６
京都府舞鶴市長浜
電話： ０７７３－６２－５５１２　　FAX： ０７７３－６２－５５１３
E-mail：maizuru@adm.kyoto-u.ac.jp
http://www.maizuru.marine.kais.kyoto-u.ac.jp/

アクセス
・ 京都駅からＪＲ西日本を利用して特急の直行な
ら約１．５時間，綾部乗り換えなら約２時間，東
舞鶴駅下車後タクシーで１５分。
・ 京都駅から京都交通のバスで約２時間，中舞鶴
バス停下車後徒歩１５分。

由良川流域での河川調査

宿泊棟

職員構成
教員５人，事務職員１人，技術職員２人，
時間雇用職員５人，外国人特別研究員
１人，大学院生１２人（うち外国人留
学生４人），学部学生２人

舞鶴市小学生自然科学教室

※年間の利用者数「5000人」（p.31,本文下から３行目）について、平成21年度は7000人を超えている。

追記 職員構成（平成 22年 9月 1日現在）
教員４人，技術職員１人，再雇用職員２人，時間雇用職員５人，外国人特別研究員１人，
大学院生12人（うち外国人留学生４人），学部学生２人
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フィールド科学教育研究センター北海道研究林（http://www9.ocn.ne.jp/̃sibe/）

　北海道研究林は北海道東部に位置し，釧路市の北北東４５km

の標茶区と西４０kmの白糠区からなる。ともに旧陸軍省軍馬補

充部用地跡に１９４９年と１９５０年に設置された。

　標茶区は根釧原野のほぼ中央，釧路湿原の北東端の緩やかな

丘陵地に位置し，標高３０～１４９ｍ，面積は１，４４７ha である。年

平均気温は５．７℃，年降水量は１，１５７mm，積雪は３０cm程度で，

表日本型の内陸性気候を示す。夏季は最高気温が３０℃に達する

こともあるが，冬季は晴天の日が多く乾燥した北西季節風のた

めに最低気温が－３０℃近くまで低下する。北海道の中でも気象

条件が厳しい地域である。白糠区は阿寒山群の南端に位置し，

標高６４～２７０ｍ，面積は８８０ha である。年平均気温は７．３℃，年

降水量は１，３１８mm，積雪は６０cm程度で，夏季は太平洋の海岸線に近いために海霧によって日照不足にな

り易く，冬季の最低気温が－２５℃以下になることは稀である。

　天然林の植生はミズナラ，ハルニレ，ヤチダモをはじめとする落葉広葉樹にトドマツなどの針葉樹が混

じる温帯から亜寒帯への移行帯にあたり，標茶区では針葉樹を欠く。両区で１００種に近い樹木種が確認さ

れ，河川沿いの湿地林の林床にはヤチボウズも見られる。標茶区では人工林４２０ha のうち２００ha にカラマ

ツが植栽され，白糠区では人工林１２５ha のうちトドマツ林が８０ha を占める。研究林にはエゾシカ，キタ

キツネ，エゾユキウサギ，エゾヤチネズミ，クマタカ，クマゲラ，ヤマゲラなども生息しており，エゾシ

カによる森林被害も深刻である。白糠区ではヒグマの痕跡もみられ，入林には充分注意が必要である。

　研究林は，釧路湿原，阿寒，知床の３つの国立公園と至近距離にあり，その地理的特性を活かして全学

共通および農学部の実習が年４回行われている。「森－里－海連環学実習Ｃ」は北海道大学と共同で行って

いるもので，自然度が高い別寒辺牛川の最上流部に近い標茶区から，牧草地として使われている中流，

隔地施設
紹介

知床国立公園

釧路湿原国立公園

阿寒国立公園

釧路空港

女満別空港

白糠
釧路

網走

標茶

雄阿寒岳（１３７１ｍ）と森林の垂直分布 標茶のカラマツ人工林

木工体験教室エゾシカ

釧路湿原

ヤチボウズ シラカンバ ホザキシモツケ

白糠管理棟標茶管理棟
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そして下流の厚岸湖にいたる流域の植生，土壌，水質・水生

生物調査を通じて，森－里－海の繋がりを学ぶ。夏の「北海道

東部の人と自然・研究林実習Ⅲ」は，北方の森林・湿原植生，

森林の垂直分布や火山性土壌，道東の林業・林産業の現況を

学ぶとともに森林作業を体験する。冬の「北海道東部の厳冬期

の自然環境･研究林実習Ⅳ」は，季節凍土が発達する道東にお

いて，冬の森林，積雪・凍土の調査法を修得し，環境資源と

しての森林の役割や持続的な管理について学ぶ。「調査研究方

法論実習Ⅰ」は研究林を拠点に，国有林・知床自然センターの

協力の下に，世界自然遺産の知床半島や阿寒・釧路湿原国立

公園の森林・林業を調査し，人と自然の新しい関係を探るこ

とを目的としている。これら実習はセンター発足後の２００３年度以降に始まったものも多く，近年，実習

等で利用する人数は増加傾向にある。また，木工体験教室など，地元の小中学生を中心とする利用も増加

しており，教育・宿泊施設の充実をはかることが目下の重要課題である。　　　　

　研究面では，長年にわたり天然林の動態や人工林の成長に関する調査，気象観測，酸性降下物のモニタ

リング調査，樹木フェノロジー観察が行われてきた。２００３年からは樹木の生活史，物質循環に関するプロ

ジェクト研究も始まった。　

　標茶区は北緯：４３°１９′東経：１４４°３７′，大学研究林としては日本の最東に位置する。４月の雪解

けとともにフクジュソウが咲き始めるが，凍土が融解して林内に車で入れるのは５月連休明けである。サ

クラの開花は５月後半，木々が充分に開葉するのは６月後半となる。初夏の夜明けは早く，１１月後半には

午後３時を過ぎると夕焼けとなり，京都とは１時間ほど異なる。山や湿原では短い夏に高山植物が咲き乱

れ，９月後半には紅葉・落葉が始まる。１０月半ばに

は最低気温がマイナスを記録し，山道ではスノータ

イヤが必要である。道東では酪農や大農経営で生計

を立てているために，街に集中することなく，家族

単位で隣近所と離れて生活している家庭も多い。車

は高速で疾走し，自転車に乗った子供達を見ること

も少ない。本州とは異なる自然環境と生活形態をも

つ道東に，是非訪れて頂きたいと思っている。

〒０８８－２３３９

北海道川上郡標茶町多和

電話：０１５－４８５－２６３７　FAX：０１５－４８５－４０１６

E-mail：hokuenji@kais.kyoto-u.ac.jp

アクセス
・航空機：関西，伊丹，中部国際，羽田空港から釧路，
女満別空港まで１．５～２．５時間。釧路空港からＪＲ
釧路駅，女満別空港からＪＲ網走駅へは連絡バス
でそれぞれ４５，２５分。
・フェリー：舞鶴，敦賀港から小樽，苫小牧東港ま
で１９～２０時間。ＪＲ小樽駅，ＪＲ苫小牧駅からＪ
Ｒ札幌駅まで約１時間。ＪＲ札幌駅からＪＲ釧路
駅まではＪＲ特急あるいはバスで４～６．５時間。
標茶研究管理棟
・ＪＲ釧路駅－ＪＲ標茶駅　１時間
・ＪＲ網走駅－ＪＲ標茶駅　２時間１０分
ＪＲ標茶駅－標茶管理棟（３．３km）徒歩５０分
白糠研究管理棟
・ＪＲ釧路駅－ＪＲ白糠駅　約４０分
　　　　　　　　　　　　　バスで約１時間
　ＪＲ白糠駅－白糠管理棟（２．０km）徒歩３０分

職員構成
教員１人，事務職員２人，技術職員６人，
時間雇用職員１人

森－里－海連環学実習Ｃ 北海道東部の人と自然・研究林実習Ⅲ 北海道東部の厳冬期の自然環境・研究林実習Ⅳ
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研究林利用者の推移　＊２００７年度は２月末までの集計
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　　　　フィールド科学教育研究センター　北海道研究林追記

職員構成（平成 22年 9月 1日現在）
教員１人，事務職員１人，技術職員８人，
時間雇用職員２人

研究林利用者の推移　＊２００９年度は３月までの集計

カラマツ集材作業 地掻作業

北海道研究林構内上空より

白糠区　天然林遠景 白糠区気象観測所
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フィールド科学教育研究センター紀伊大島実験所
（http://fserc.kais.kyoto-u.ac.jp/oshima/index.html）

　京都大学フィールド科学教育研究センター里域ス

テーション紀伊大島実験所は，紀伊半島最南端の和

歌山県串本町潮岬から東に１．５kmにある紀伊大島

中央部（北緯３３度２８分，東経１３５度５０分，標高約１００ｍ）

にあり，敷地面積は１１．７５ha です。当実験所は昭和

１２年５月１日に和歌山県東牟婁郡大島村から和歌

山県を経て無償寄付され，当地に創設された京都帝

国大学大島暖帯植物試験地です。現在，構内には研

究棟，講義・実習棟，ガラス温室，系統保存圃，樹

冠観測塔などがあります。

　実験所が位置する紀伊大島は台地状で，過去の火

山活動によって形成され，その後約１０００万年かけて風化した熊野酸性岩類が主体です。島は東西６．３km，

南北３．２kmあり，面積は９．８９ｋ㎡です。最高標高は島中央寄りにある大森山の１７１．７ｍです。真冬でも１８

℃もある暖流黒潮の影響を受けて年中温暖で，年平均気温は１６．９℃，年間降水量は２，５００～２，６００mmです。

気候的には暖温帯に属し，漁業を主な生業とする島民が江戸時代から守って来た状態良好な魚付林や，か

つて薪炭林として活用してきた照葉樹林に紀伊大島は覆われています。湧き水が豊富で，あちこちに清浄

な小川が流れています。里海里山の幸に恵まれた紀伊大島は，名勝「海金剛」，「天狗岩」，「金山展望台」など

の風光明媚な景観に事欠きません。

　一方，実験所内の植生は７０年以上保全されたスダジイやヤマモモ，ヤブニッケイ，シラタマカズラなど

からなる鬱蒼とした照葉樹林とその林縁および林床植物から構成されています。また，所内の林間ギャッ

プには，観賞用ツバキとウメの品種がそれぞれ５０種以上保存されています。実験所全体が和歌山県鳥獣保

護区に指定され，鳥類や哺乳類，昆虫類もたいへん豊富です。梅雨にはホタルが飛び交い，晴れた夜空に

は天の川が丸ごと観望できます。

■教育・研究・研究プロジェクト・社会連携■
　フィールド科学教育研究センター理念の３大柱である研究，教育，社会連携部分を実行するため，集中型
講義と実習，研究，長期研究プロジェクトを２００３年以来行って来ました。現在のスタッフは准教授が一名です。

講義と実習は「森里海のつながりを清流古座川に見る」（全学１回生向），「植物調査法と実習 ｣（農学部２回生

向），北海道大学と共同の「森里海連環学実習Ｂ」（全学向），「里域植生保全論」（大学院生向）などです。

　研究テーマは，里海，里，里地，里山，里空から構成される里域生態系の起源と系譜，照葉樹林ならび

に黒潮文化圏における里域保全，自然保護区における異形要素の管理，里域植物の分類です。昨年はキク

科タカサブロウ属の再検討を行い，新種を記載しました。

　研究プロジェクトとしては，紀伊大島博物相の史的解明があります。幾多の社会経済的変化や串本大橋

架橋を経験した紀伊大島は，その度に生物相が変容しました。昭和初期，昭和中期および平成初期の植物

相データを分析し，変遷様式を考察すると共に，未調査な他の植物群や動物群の把握を行い，紀伊大島生

物相の起源と成立を，里域保全と関連させて解明していきます。２００４年以来，最優先事項で地域と連携し

ながら取り組んでいる社会連携プログラムとしての古座川プロジェクトについては以下に詳述します。

隔地施設
紹介

紀伊大島実験所の位置
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■古座川プロジェクト■
　古座川は，紀伊半島南部に鎮座する霊峰，大塔山（標高１１２１ｍ）を源
流に持ち，緩やかに太平洋へ注ぎ込む，全長が約５６kmの水体です。
流域は照葉樹林などに覆われ，伝統的な文化構成要素が今なお息づい
ています。最近，熊野地方の紀伊山地と霊場が「世界遺産」に登録され
ましたが，古座川流域ならびに暖流黒潮とともに古座川河川水の影響
を強く受ける串本湾は共に熊野を構成する風土的基盤の一つです。
　昭和３１年（１９５６年），古座川本流中流部に治水と発電を主な目的とし
た七川（しちかわ）ダムが完成，供用されました。ダムによる生態系の
分断，戦後の流域開発，生活習慣の変容，山林の荒廃，過疎化などが相まって，１９７０年ごろから古座川の
水相が徐々に悪化しはじめました。その結果，所狭しと泳いでいたアユなどの魚族が激減し，河口付近の
風味豊かな青海苔が収穫できなくなり，さらに串本の魚貝類や海藻も減少してしまいました。 
　社会連携プログラムとして，２００４年から着手した古座川プロジェクトの目的は，この古座川水系を中心
に据え，自然域と里域を合わせた森里海連環学を構築，その過程で得られる連環的現場技術を駆使し，地
域と密接に連携しながら，清浄・適正な古座川と串本湾を取り戻すことにあります。
　２００４年５月には，流域住民のご理解とご協力のもと，古座川プロジェクト説明会を行う機会に恵まれ
ました。並行して８月には「清流古座川を取り戻す会」も結成されました。２００５年に入り，古座川の水質調
査が清流古座川を取り戻す会と合同で開始されました。同年３月には，同会，古座川漁業協同組合，ダム
上流域の七川と合同で「古座川シンポジウム－アユの生態に学ぶ－」を，２００８年３月には第６回目を開催す
ることができました。また，２００５年７月には，流域住民や自治体と合同で第１回の古座川合同調査を実施，
水質，生物相，文化相に関する仮説提示のためのベースラインデータ収集をおこない，現在に至っていま
す。２００８年５月には第３０回目を迎えます。得られた成果は「古座川合同調査報告書」第１巻，同第２巻とし
て刊行されています。詳細は当実験所HPおよびHP内資料閲覧室をご覧ください。
　古座川プロジェクトや古座川シンポジウムからの影響もあり，古座川の水相に対する関係住民の関心も
ますます広がり，高まりつつあります。２００６年１月には，流域住民，各種住民団体，企業，漁業協同組合，
森林組合，自治体，議会，当実験所が共通の基盤を有する古座川流域協議会が結成され，活動を続けてい
ます。２００８年４月からは流域の歴史と現状を，水相を軸に詳細に記載していく「古座川水カルテ」構築計画
がスタートします。
　森里海連環学的発想を基礎とし，アユがたくさん泳ぐ清流を取り戻し，文化の流れをも本来の位相に再
調整するのが，古座川プロジェクトの最終ゴールとなります。古座川プロジェクト第１期作業完了は西暦
２０５５年頃，第２期完了は２２世紀初頭の予定です。
　皆様のご理解とご協力をお願いする次第です。

〒６４９－３６３２
和歌山県東牟婁郡串本町須江１３３０－１
電話･ FAX：０７３５－６５－０１２５
E-mail：umemoto@za.ztv.ne.jp
（紀伊大島実験所所長　梅本信也）

職員構成　教員１人
アクセス
・公共交通機関利用の場合
ＪＲ京都駅，ＪＲ新大阪駅からＪＲ串本駅まで特急でそれぞ
れ３時間半または３時間。ＪＲ串本駅からは実験所へはタク
シーで１５分，路線バスで３０分。
・自動車利用の場合
御坊ＩＣまで高速道路，そこから国道４２号を利用し，４時間半。

古座川シンポジウムの様子

　古座川プロジェクトについて
　・ 古座川シンポジウム（p.36,本文18行目）を，2010年６月には第11回目を開催することができま
した。

　・古座川合同調査（p.36,本文21行目）を，2010年８月には第57回目を迎えます。
　・古座川合同調査報告書（p.36,本文21行目）は，第１～４巻刊行されています。

追記
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